



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3、~ 、s 邑 2: 
司 ヨ E 言I
殺事什総
tで tで 什 ヨ{
通








bCコJ bト~ む-3A ub4-2 
o Cコ ιn Cコ
bba  む、』司 じEn2 . 仏b与2 
Cコ <:Jl Cコ ιn 
ト4 ト4 ト;-'
ートCーコ ト-ーa占 ト-・




心U23 心σ3 心‘42 
o CコI_Qー
ト~司 ドにDー ト0・04 
o Cコ Cコ
ト~・41 ←α4 コ トh」J 
<:Jl Cコ ιn 
bUa 3 訟 心U3可
o Cコ Cコ
ト_. 与4軒r、 ト・4 司民会r σI:r-
一 - ト4 一
ト・4
bσJ 3 ten 、 tσn 3 σσ3  
Cコ u、 <:Jl ιn 
bba o rEG o bba o ト.~
Cコ Cコ 巳刀 <:Jl 
トbh4 ト嘩-泊. トbh4 ト~ーA
Cコ o 仁丹 -.J 
boh  bhh A 咋Eぬ』 ιcn コ
Cコ 己円 o Cコ
泣p
ト，bhh -A ト.，h ー トCU4コ1 ト-h・_.
ヨ
〉キ
υ可 <:Jl Cコ Cコ一
一
さ持
bba  U03 、 bσJ 3 Uu3 、 i締
ヨ
<:Jl <:Jl Cコ <:Jl 
同
bEto 、J2 btUn 3 1 心σ‘4J 3 ，CCh コ〉 公社
関 関 守q 町q
帥
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































f---r--，，--，--I/ー↑←1/-j--141+縫代 r----I/ 1/ 1/ i 約130 1/一一一{
| ハギ j 1 ! 
1 11線引 1 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































註 10， 11， 12参照
上
下挿図 4
染
法
は
ωの
小
紋
染
と
異
り
、
監
の
浸
け
染
で
あ
る
か
ら
、
予
め
紋
所
の
個
所
に
型
紙
を
使
っ
て
円
形
の
内
部
を
両
面
か
ら
糊
置
防
染
し
、
浸
け
染
め
し
た
も
の
で
あ
る
。
監
に
浸
け
た
回
数
は
前
述
の
よ
う
に
非
常
に
薄
い
藍
に
二
度
で
あ
ろ
う
。
水
洗
す
る
と
、
紋
所
の
円
形
部
分
が
五
ケ
所
白
抜
き
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
竹
に
雀
の
紋
所
を
入
れ
る
。
方
法
は
型
紙
を
用
い
る
墨
の
摺
り
込
み
と
、
茶
色
染
料
で
の
線
描
き
、
こ
げ
茶
の
染
料
及
び
墨
で
の
雀
の
羽
や
目
、
頬
に
あ
る
点
摘
が
観
察
さ
れ
る
(
図
版
V
b
参
照
〉
。
形
制 2
AI:> 
Aぷ、
仕
立
〉
各
寸
法
は
表
の
ω、
仕
立
て
方
は
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
大
体
に
お
い
て
ωと
同
じ
で
あ
る
袖
ー
ー
ωと
異
る
点
は
、
袖
附
側
の
裁
ち
目
は
両
袖
と
も
か
が
っ
て
あ
る
(
両
袖
と
も
裁
ち
目
を
細
く
二
つ
折
し
て
約
一
セ
ン
チ
間
隔
の
巻
き
縫
で
か
が
っ
て
あ
る
。
γ」
と
で
、
袖
の
丸
み
の
大
き
さ
は
川
と
同
様
に
測
っ
て
九
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
背
縫
l
lω
と
同
じ
。
両
脇
縫
|
|
川
と
同
じ
。
在
及
び
妊
附
|
|
こ
の
惟
子
の
在
は
上
前
も
下
前
も
合
棲
幅
と
妊
幅
が
ほ
ぼ
同
寸
で
、
従
っ
て
ωの
妊
の
立
棲
の
よ
う
に
襟
先
に
近
い
と
こ
ろ
が
斜
め
に
裁
ち
出
さ
れ
て
お
ら
ず
ま
っ
す
ぐ
で
あ
る
。
こ
れ
は
ゆ
ωも
同
様
で
あ
る
。
下
前
の
妊
附
は
裾
か
ら
九
三
・
五
セ
ン
チ
問
が
平
縫
、
そ
れ
よ
り
上
が
袋
縫
。
後
は
ωと
同
じ
。
襟
及
び
襟
附
ー
ー
ωと
同
じ
。
裾
ー
ー
撚
り
ぐ
け
で
、
針
目
は
こ
ま
か
く
約
0
・
二
セ
ン
チ
の
間
隔
で
あ
る
。
袖
附
|
|
川
と
同
じ
。
伝
上
杉
謙
信
所
用
維
子
四
領
縫
糸
は
白
の
絹
糸
で
S
撚
。
針
目
は
平
縫
、
袋
縫
の
個
所
は
0
・
二
}
0
・
二
五
セ
ン
チ
で
ωの
縫
目
よ
り
や
や
こ
ま
か
い
よ
う
で
あ
る
。
撚
り
ぐ
け
の
個
所
は
約
0
・
二
セ
ン
チ
間
隔
の
こ
ま
か
い
針
目
で
あ
る
。
袋
縫
は
ωと
同
様
い
ず
れ
も
縫
代
が
約
0
・
三
セ
ン
チ
の
細
い
袋
縫
。
布
幅
六
・
五
セ
ン
チ
。
r-. 
t也
質
メL
lコ
地
地
合
は
、
経
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
二
六
本
前
後
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
二
八
本
前
後
、
糸
の
撚
は
経
糸
は
S
撚
、
綿
糸
は
ゆ
る
い
S
撚、
ωと
同
様
所
謂
上
布
の
平
で
あ
る
。
ω同
様
薄
く
て
も
張
り
の
あ
る
か
な
り
良
質
の
上
布
で
あ
る
。
(
惟
子
の
重
量
)
六
七
グ
ラ
ム
。
(
紋
所
の
紋
様
大
き
さ
位
置
)
紋
様
は
図
版
vb。
内
輪
の
中
の
地
色
と
雀
の
羽
の
点
と
目
と
頬
の
小
さ
い
点
が
墨
で
、
そ
の
墨
の
点
の
下
に
は
こ
げ
茶
色
の
下
描
が
見
え
、
細
い
線
描
の
部
分
は
茶
色
で
あ
る
。
大
き
さ
は
外
径
四
・
八
セ
ン
チ
、
内
径
四
・
二
セ
ン
チ
。
小紋帳子 (1)の後
位
置
は
、
後
は
中
央
が
襟
附
か
ら
五
・
五
セ
ン
チ
下
っ
た
背
縫
上
、
右
は
右
袖
山
か
ら
五
セ
ン
チ
下
り
袖
附
か
ら
一
0
・
七
セ
ン
チ
袖
の
中
央
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
左
は
左
袖
山
か
ら
六
セ
ン
チ
下
り
袖
附
か
ら
一
0
セ
ン
チ
袖
の
中
央
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
。
前
(図
版
V
a
参
照
〉
は
右
前
身
頃
の
肩
山
か
ら
一
四
・
五
セ
ン
チ
下
り
袖
附
か
ら
一
六
・
五
セ
ン
チ
前
身
後
中
央
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
と
左
前
身
頃
の
一
屑
山
か
ら
一
五
セ
ン
チ
下
り
袖
附
か
ら
一
六
・
八
セ
ン
チ
挿図 5
前
身
頃
中
央
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
。
mw薄
浅
葱
雌
子
ハ
挿
図
8
1部
分
|
)
こ
の
惟
子
も
着
装
時
発
汗
の
多
い
個
所
に
著
し
い
汗
の
し
み
あ
と
が
あ
り
、
後
身
頃
の
右
側
、
腰
に
当
る
と
こ
ろ
の
し
み
あ
と
に
破
れ
た
損
傷
個
所
が
あ
る
。
231 
七
ωと
同
じ
。
美染形
.L，ヒA
R'" J己A、 術
研
究
号
色
)
各
寸
法
は
表
の
ゆ
、
仕
立
て
方
は
大
体
ω
と
同
じ
で
あ
る
。
仕
立
)
袖
ー
ー
袖
附
側
の
裁
ち
目
は
ω同
様
切
り
放
し
の
ま
ま
で
か
が
っ
て
い
な
い
。
袖
の
丸
み
の
挿
図
6
上下
伝
太
閤
拝
領
小
紋
胴
服
同
部
分
白
石
市
片
倉
信
光
氏
蔵
八.
大
き
さ
は
ω
と
同
様
に
測
っ
て
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。
232 
背
縫
llωω
と
同
じ
。
両
脇
縫
ー
ー
ω
と
同
じ
υ
在
及
び
妊
附
ー
ー
ωと
同
じ
。
下
前
の
在
附
は
裾
か
ら
七
八
・
五
セ
ン
チ
聞
が
平
縫
、
そ
れ
よ
り
上
が
袋
縫
。
襟
及
び
襟
附
llωω
と
同
じ
。
裾
ー
ー
撚
り
ぐ
け
で
、
針
目
は
大
き
く
セ
ン
チ
前
後
の
間
隔
で
あ
る
。
袖
附
ー
ー
ω
と
同
じ
。
縫
糸
は
白
の
絹
糸
で
S
撚
。
針
目
は
、
平
縫
、
袋
縫
の
個
所
は
0
・
二
t
0
・
三
セ
ン
チ
。
撚
り
ぐ
け
は
裾
は
針
目
が
大
き
い
が
下
前
立
棲
は
0
・
三
セ
ン
チ
間
隔
ぐ
ら
い
の
針
目
で
、
ω
よ
り
は
粗
い
。
袋
縫
の
個
所
は
ω
同
様
い
ず
れ
も
縫
代
が
0
・
三
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
。
/ー、
布
。高
三
五
・
五
セ
ン
チ
。
〆ヘ
地
よ』
口
質
)
地
合
は
、
経
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
二
六
本
前
後
、
緯
糸
も
一
セ
ン
チ
間
に
二
六
本
前
後
。
地
と
同
様
に
か
な
り
良
質
の
上
布
で
あ
る
。
糸
の
撚
は
経
糸
は
S
撚
、
緯
糸
は
ゆ
る
い
S
撚、
ω
同
様
所
謂
上
布
の
平
で
あ
る
。
ω
(
惟
子
の
重
量
)
五
五
グ
ラ
ム
。
(
紋
所
の
紋
様
位
置
〉
大
き
さ
紋
様
は
挿
図
8
0
内
輪
の
中
の
地
色
は
墨
の
摺
り
込
み
と
見
ら
れ
る
が
、
他
は
茶
色
の
線
捕
で
あ
る
。
ωよ
り
も
着
用
度
、
洗
濯
度
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
た
め
若
し
か
す
る
と
ωの
紋
様
の
よ
う
に
内
輪
の
中
の
地
色
以
外
に
も
墨
が
入
っ
て
い
た
の
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
大
き
さ
は
外
径
五
セ
ン
チ
、
内
径
四
・
二
セ
ン
チ
。
伝
上
杉
謙
信
所
用
維
子
四
領
位
置
は
、
後
は
中
央
が
襟
附
か
ら
五
・
五
セ
ン
チ
下
っ
た
背
縫
上
、
右
は
右
袖
山
か
ら
七
-
二
セ
Y
チ
下
り
袖
附
か
ら
一
0
セ
ン
チ
袖
の
中
央
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
左
は
左
袖
山
か
ら
七
セ
ン
チ
下
り
袖
附
か
ら
九
・
五
セ
ン
チ
袖
の
中
央
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
。
前
は
右
前
身
頃
の
肩
山
か
ら
一
四
・
五
セ
ン
チ
下
リ
袖
附
か
ら
一
五
セ
ン
チ
前
身
頃
中
央
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
と
左
前
身
頃
の
肩
山
か
ら
一
五
・
五
セ
ン
チ
下
り
袖
附
か
ら
一
四
・
五
セ
ン
チ
前
身
頃
中
央
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
。
挿
図
7
上
伝
徳
川
家
康
所
用
小
紋
胴
服
下
同
部
分
日
光
東
照
宮
蔵
ゆ
薄
浅
葱
惟
子
〈
挿
図
9
|
部
分
l
〉
こ
の
惟
子
は
四
領
中
た
だ
一
つ
の
縮
上
布
で
、
他
の
三
領
に
く
ら
べ
手
ざ
わ
り
が
柔
い
。
四
領
の
中
で
も
特
に
よ
く
着
用
さ
れ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
、
洗
濯
も
は
げ
し
か
っ
た
ら
し
く
、
紋
所
は
線
描
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
ま
で
に
薄
く
な
っ
て
い
る
(
挿
図
9
〉
。
雌
子
の
重
量
も
四
領
中
最
も
軽
く
、
後
述
す
る
地
合
、
地
質
か
ら
み
て
も
極
め
て
上
質
の
上
布
で
で
き
た
惟
子
で
あ
る
こ
と
が
い
え
る
。
他
の
三
領
と
同
様
着
装
時
発
汗
の
多
い
個
所
に
著
し
い
汗
の
し
み
あ
と
が
あ
り
、
後
身
頃
の
右
側
、
腰
に
当
る
個
所
の
し
み
あ
と
に
は
破
れ
た
損
傷
が
233 
見
ら
れ
る
。
九
美
術
研
究
号
薄浅葱、雑子(3)の部分〈原寸〕挿図 8薄浅葱椎子但)の部分(原寸1挿図 g
。
染
色〉
234 
ω
と
同
じ
。
形
立
)
態
仕
各
寸
法
は
表
の
ω、
仕
立
て
方
は
ω
ゆ
と
大
体
同
じ
で
あ
る
。
袖
ー
ー
他
の
一
一
一
領
と
異
り
袖
附
側
も
耳
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
惟
子
の
袖
は
、
他
の
三
領
が
袖
附
側
の
縫
代
の
余
り
を
裁
ち
出
し
て
い
る
の
と
異
り
、
布
幅
一
杯
を
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
惟
子
の
布
幅
が
他
の
三
領
の
布
幅
よ
り
三
セ
ン
チ
ば
か
り
狭
い
の
で
、
裁
ち
出
す
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
袖
の
丸
み
の
大
き
さ
は
ω
ゆ
と
同
様
に
し
て
測
っ
て
一
0
セ
ン
チ
で
あ
る
。
背
縫
ー
ー
ω
ゆ
と
同
じ
u
両
脇
縫
ー
ー
ー
ω
ゆ
と
同
じ
。
妊
及
び
妊
附
ー
ー
ωゆ
と
同
じ
υ
下
前
の
妊
附
は
裾
か
ら
八
二
セ
ン
チ
聞
が
平
縫
、
そ
れ
よ
り
上
が
袋
縫
。
襟
及
び
襟
附
ー
ー
ω
ゆ
と
同
じ
。
裾
ー
ー
ー
撚
り
ぐ
け
の
針
目
が
非
常
に
こ
ま
か
く
、
0
・
一
セ
ン
チ
間
隔
ぐ
ら
い
に
、
径
糸
を
一
本
ず
っ
き
ち
ん
と
す
く
っ
て
い
る
。
袖
附
ー
ー
ω
ω
と
同
じ
。
縫
糸
は
白
の
絹
糸
で
S
撚
ω
針
目
は
平
縫
、
袋
縫
の
個
所
は
0
・二
}
0・
三
セ
ン
チ
。
撚
り
ぐ
け
は
裾
は
前
述
の
よ
う
に
極
め
て
こ
ま
か
い
針
目
の
丁
寧
な
く
け
方
で
、
下
前
立
棲
は
0
・
二
セ
ン
チ
間
隔
ぐ
ら
い
の
く
け
方
。
袋
縫
の
個
所
は
い
ず
れ
も
縫
代
が
0
・
三
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
。
布
。冨
三
三
・
五
セ
ン
チ
。
r、
地
よ』
口
山
U
E
T
L
F
 
質
地
合
は
、
経
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
二
八
本
前
後
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
間
に
二
六
本
前
後
。
糸
の
撚
は
経
糸
は
S
撚
、
緯
糸
は
S
撚
で
撚
が
き
つ
い
(
緯
糸
の
撚
が
き
つ
い
の
で
縮
に
な
る
〉
。
こ
れ
は
所
謂
上
布
の
縮
で
あ
る
。
上
布
の
縮
は
、
盛
夏
の
衣
料
と
し
て
着
心
地
の
点
で
も
定
評
あ
る
上
布
の
中
で
も
、特
に
肌
ざ
わ
り
が
よ
い
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
こ
の
惟
子
は
、
こ
の
よ
う
に
紋
所
が
消
え
か
か
る
ま
で
愛
用
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
四
領
中
最
も
生
地
が
薄
い
。
薄
く
、
や
わ
ら
か
く
、
着
用
度
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
生
地
に
張
り
が
あ
る
至
極
良
質
の
上
布
で
あ
る
。
(
作
子
の
重
量
)
二
九
三
グ
ラ
ム
。
(
紋
所
の
紋
様
大
き
さ
位
置
)
紋
様
は
挿
図
9
。
と
の
写
真
で
は
内
輪
の
中
の
地
色
の
黒
し
か
見
ら
れ
な
い
が
、
例
紛
同
様
、
内
輪
の
中
の
地
色
は
墨
の
摺
り
込
み
、
他
は
茶
色
の
線
描
で
あ
る
。
始
め
は
似
の
紋
様
の
よ
う
に
茶
色
の
線
捕
に
加
え
て
墨
の
点
描
を
加
え
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
大
き
さ
は
外
径
五
・
五
セ
ン
チ
、
内
径
四
・
二
セ
ン
チ
。
位
置
は
、
後
は
中
央
が
襟
附
か
ら
五
セ
ン
チ
下
っ
た
背
縫
上
、
右
は
右
袖
山
か
ら
六
セ
ン
チ
下
り
袖
附
か
ら
一
一
一
セ
ン
チ
袖
の
中
央
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
左
は
左
袖
山
か
ら
五
セ
ン
チ
下
り
袖
附
か
ら
一
一
セ
ン
チ
袖
の
中
央
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
。
前
は
右
前
身
頃
の
肩
山
か
ら
一
六
セ
ン
チ
下
り
袖
附
か
ら
一
五
セ
ン
チ
前
身
頃
中
央
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
と
左
前
身
頃
の
肩
山
か
ら
一
五
・
五
セ
ン
チ
下
り
袖
附
か
ら
一
五
セ
ン
チ
前
身
頃
中
央
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
。
四
む
す
び
以
上
の
調
査
に
よ
っ
て
、
上
杉
家
に
伝
わ
る
四
領
の
雌
子
に
つ
い
て
は
次
の
こ
と
が
ま
と
め
ら
れ
る
。
四
領
は
す
べ
て
疑
う
余
地
の
な
い
「
う
ぶ
」
な
維
子
で
、
且
つ
こ
の
種
の
染
織
品
と
し
て
は
保
存
状
態
が
非
常
に
よ
い
。
ま
た
、
四
領
共
に
形
態
の
上
で
は
、
室
町
・
桃
山
時
代
の
雄
子
の
特
徴
を
よ
く
備
え
て
お
り
、
仕
立
も
亦
室
町
・
桃
山
時
代
の
仕
立
の
特
徴
で
あ
る
鷹
揚
さ
や
技
術
の
幼
稚
さ
が
あ
り
、
加
え
て
、
当
時
に
お
け
る
惟
伝
上
杉
謙
信
所
用
雌
子
四
領
子
特
異
の
裁
縫
技
術
が
認
め
ら
れ
る
。
更
に
染
織
技
術
の
点
で
も
江
戸
初
頭
以
前
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
四
領
は
、
室
町
・
桃
山
時
代
、
少
な
く
と
も
江
戸
初
頭
以
前
の
雄
子
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
上
杉
家
の
も
の
と
す
る
検
討
か
ら
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
小
袖
十
二
領
の
場
合
と
同
様
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
一
貫
し
て
、
意
匠
や
染
織
技
術
に
非
常
な
凝
り
方
、
費
、
沢
が
見
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
目
立
た
な
い
方
法
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
地
質
は
四
領
共
に
極
め
て
上
質
で
、
模
様
物
の
一
領
は
、
初
期
の
小
紋
染
と
し
て
得
難
い
実
物
資
料
で
あ
り
、
そ
の
染
技
術
は
、
当
時
の
小
紋
技
術
と
し
て
は
相
当
に
高
度
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
、
四
領
共
に
上
杉
家
の
紋
所
竹
に
雀
の
五
つ
紋
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら
は
紛
れ
も
な
い
上
杉
家
の
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
す
べ
て
実
用
着
の
維
子
で
、
所
用
者
は
寸
法
の
上
か
ら
一
人
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
時
代
を
あ
ま
り
隔
て
な
い
所
用
者
、
即
ち
江
戸
初
頭
以
前
の
所
用
者
の
混
入
も
考
え
ら
れ
る
。
上
杉
家
の
場
合
、
小
袖
の
報
告
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
謙
信
以
外
の
該
当
者
は
景
勝
一
人
と
限
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
四
領
の
惟
子
は
伝
来
通
り
謙
信
所
用
か
、
或
は
景
勝
所
用
の
も
入
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
越
後
、
加
賀
、
能
登
、
佐
渡
の
領
主
で
あ
っ
た
謙
信
は
、
越
後
の
春
日
山
註
幻
城
主
と
し
て
の
期
間
が
天
文
一
七
(
ロ
お
〉
年
か
ら
、
こ
の
城
で
残
し
た
天
正
六
(
百
斗
∞
)
年
ま
で
の
三
十
年
間
で
あ
る
か
ら
、
当
時
す
で
に
越
後
は
良
質
苧
麻
の
産
地
と
し
て
知
れ
て
い
た
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
れ
ら
四
領
の
雌
子
に
用
い
ら
れ
て
い
る
註
n
上
質
の
麻
織
物
は
、
当
時
の
越
後
産
麻
織
物
の
公
算
が
大
き
く
な
る
の
で
あ
る
。
235 
と
も
か
く
小
袖
に
附
随
し
て
研
究
さ
れ
る
惟
子
で
、
現
存
遺
品
資
料
と
し
て
数
少
美
術
号
研
究
い
初
期
の
も
の
が
四
領
、
そ
れ
も
実
用
維
子
の
優
品
揃
い
が
、
う
ぶ
な
形
で
保
存
状
態
も
よ
く
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
染
織
工
芸
史
並
び
に
日
本
服
飾
史
の
研
究
上
ま
こ
と
に
有
意
義
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
一
九
六
三
年
八
月
)
註
1 
新
潟
県
南
魚
沼
郡
六
日
町
在
住
の
丸
麻
織
物
工
場
主
鈴
木
寅
重
郎
氏
に
見
て
い
た
だ
い
た
と
乙
ろ
に
よ
る
。
調
査
事
項
は
「
各
帳
子
に
つ
い
て
」
の
ハ
地
合
地
質
)
、
(
惟
子
の
重
量
)
の
2 
項
に
具
体
的
に
記
述
し
て
あ
る
。
%
ぢ
み
ひ
ら
上
布
に
は
縮
と
平
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
ち
が
い
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
白
き
、
縮
|
|
緯
(
ヨ
コ
〉
に
強
撚
糸
を
用
い
て
織
る
の
で
仕
上
っ
た
布
に
は
し
ぼ
が
で
き
る
。
平
ー
ー
緯
糸
は
普
通
に
撚
を
か
け
た
も
の
を
用
い
る
の
で
仕
上
っ
た
布
に
は
し
ぼ
は
な
い
。
3 
註
2
参
照
。
4 
小
紋
染
と
い
う
の
は
、
乙
ま
か
い
模
様
を
切
り
抜
い
た
型
紙
を
、
板
に
張
っ
た
布
の
上
に
当
て
が
っ
て、
一
型
ず
つ
型
を
送
り
な
が
ら
、
こ
れ
に
箆
で
小
紋
糊
(
も
ち
米
粉
と
ぬ
か
を
主
剤
と
す
み
ず
も
と
る
)
を
置
い
て
防
染
し
、
そ
の
上
へ
染
料
を
刷
毛
で
引
ぎ
染
す
る
。
水
洗
し
て
糊
を
落
す
と
模
様
の
部
分
は
生
地
の
色
が
残
る
。
従
っ
て
原
則
と
し
て
は
単
色
の
片
面
染
で
あ
る
。
乙
の
種
の
糊
防
染
の
型
染
め
が
何
時
と
ろ
か
ら
行
な
わ
れ
は
じ
め
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
|
|
紙
の
型
を
用
い
て
文
様
を
染
め
る
乙
と
は
、
十
二
世
紀
と
ろ
の
鎧
の
胴
に
張
っ
た
染
革
な
ど
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
現
存
す
る
資
料
か
ら
推
量
さ
れ
る
|
|
‘
が
、
少
く
と
も
桃
山
時
代
に
は
す
で
に
相
当
さ
か
ん
に
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
川
越
市
喜
多
院
の
狩
野
吉
信
(
天
文
二
一
目
印
N
t寛
永
一
七
5
8〉
筆
「
職
人
尽
絵
界
風
」
の
中
に
、
染
物
師
が
竹
の
長
い
箆
を
用
い
て
糊
置
き
を
し
て
い
る
図
が
描
か
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
知
ら
れ
る
。
小
紋
染
の
遺
品
資
料
と
し
て
は
、
こ
の
報
告
で
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
古
い
も
の
は
現
在
の
と
乙
ろ
十
六
世
紀
の
も
の
が
幾
つ
か
あ
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
前
に
遡
る
も
の
は
な
い
。
小
紋
染
の
初
期
を
、
こ
れ
ら
の
実
物
、
絵
画
、
両
資
料
が
実
証
す
る
十
六
世
紀
に
お
く
と
と
は
な
お
研
究
を
要
す
る
問
題
と
し
て
さ
し
控
え
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
仮
に
わ
れ
わ
れ
は
、
十
六
世
紀
の
小
紋
染
を
初
期
の
小
紋
染
と
い
う
。
5 
長
板
中
型
の
技
術
者
松
原
福
与
(
東
京
都
江
戸
川
区
西
小
松
川
二
ノ
七
八
六
在
住
〉
、
紅
染
及
ぴ
藍
染
の
研
究
家
山
形
県
米
沢
第
二
中
学
校
教
諭
鈴
木
孝
男
両
氏
に
見
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
に
236 
よ
る
。
乙
れ
ら
三
領
の
維
子
は
非
常
に
薄
い
浅
葱
色
で
あ
る
か
ら
、
薄
い
藍
に
一
浴
さ
せ
た
ぐ
ら
し
ん
し
い
に
思
わ
れ
る
が
、
布
の
片
耳
に
伸
子
を
張
っ
て
、
乙
の
伸
子
を
手
に
持
っ
て
藍
に
浸
け
て
染
め
る
技
法
か
ら
い
く
と
、
薄
い
色
に
染
め
る
場
合
だ
と
、
む
ら
な
く
平
均
し
て
染
め
る
に
は
二
浴
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
、
一
浴
さ
せ
た
後
、
す
ば
や
く
伸
子
を
反
対
側
の
耳
に
張
り
替
え
(
伸
子
の
張
り
始
め
と
終
り
も
一
裕
目
と
は
逆
に
な
る
よ
う
に
し
て
平
均
に
染
ま
る
よ
う
に
す
る
〉
て
も
う
一
裕
さ
せ
る
。
ど
の
よ
う
に
薄
い
色
に
染
ま
っ
て
い
て
も
、
む
ら
な
く
き
れ
い
に
染
ま
っ
て
い
る
も
の
は
こ
の
よ
う
に
し
て
非
常
に
薄
い
藍
に
二
度
は
浸
か
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
6 
伝
上
杉
謙
信
所
用
小
袖
十
二
領
|
|
伝
上
杉
謙
信
・
上
杉
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告
二
|
|
(
美
術
研
究
二
二
八
号
〉
7 
美
術
研
究
二
二
八
号
一
七
頁
。
8 
註
2
で
述
べ
た
よ
う
に
縮
は
緯
糸
が
強
撚
糸
で
あ
る
か
ら
、
糸
に
糊
が
き
か
し
て
あ
る
製
織
の
場
合
は
平
と
同
様
三
十
六
セ
ン
チ
前
後
の
織
幅
で
も
、
仕
上
げ
で
糸
の
糊
を
す
っ
か
り
落
す
と
緯
糸
の
強
撚
が
布
幅
を
ち
ぢ
め
る
結
果
を
来
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
報
告
川
仰
の
惟
子
は
縮
で
あ
る
か
ら
布
幅
が
他
の
雄
子
よ
り
二
、
三
セ
ン
チ
狭
い
の
で
あ
ろ
う
。
9 
註
?
と
同
じ
。
10 
昭
和
三
十
三
年
Q
8
3
八
月
か
ら
約
二
年
間
に
わ
た
っ
て
、
東
京
芝
増
上
寺
の
徳
川
将
軍
家
墓
地
の
改
葬
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
ず
二
代
将
軍
秀
忠
の
墓
か
ら
始
め
ら
れ
、
そ
の
折
、
墓
穴
の
中
の
棺
外
に
漆
の
手
函
が
あ
り
、
そ
の
中
に
紫
の
麻
で
で
き
た
産
衣
と
、
産
髪
、
臓
の
緒
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
。
調
査
に
当
っ
た
東
京
大
学
鈴
木
尚
教
授
(
人
類
〉
、
東
京
国
立
博
物
館
矢
島
恭
介
技
官
(
考
古
)
、
岡
山
辺
知
行
技
官
(
染
織
〉
の
意
見
は
、
二
代
将
軍
秀
忠
の
産
衣
、
産
髪
、
騎
の
緒
で
あ
ろ
う
と
一
致
し
た
。
秀
忠
の
出
生
年
月
日
は
天
正
七
年
(
H
句
。
)
四
月
七
日
で
あ
る
。
11 
こ
の
紫
麻
で
で
き
た
産
衣
は
、
身
丈
四
五
・
四
セ
ン
チ
、
桁
二
八
・
二
セ
ン
チ
で
、
特
に
自
に
つ
く
こ
と
は
、
後
世
の
産
衣
に
く
ら
べ
身
丈
が
短
い
こ
と
で
あ
る
。
袖
幅
一
一
・
五
セ
ン
チ
、
袖
丈
一
八
セ
ン
チ
と
後
世
の
産
衣
に
く
ら
べ
袖
が
小
さ
く
、
立
棲
は
六
・
二
セ
ン
チ
(
六
・
二
セ
ン
チ
の
襟
幅
と
同
寸
法
〉
と
非
常
に
短
く
、
襟
肩
ア
キ
×
2
は
六
セ
ン
チ
、
任
下
り
は
七
セ
ン
チ
、
柾
幅
は
七
・
五
セ
ン
チ
、
挿
図
4
の
写
真
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
さ
い
な
が
ら
初
期
小
袖
の
特
徴
を
よ
く
備
え
て
い
る
。
幅
約
五
セ
ン
チ
、
長
さ
約
七
0
セ
ン
チ
の
黄
色
〈
紅
の
槌
色
カ
)
平
絹
の
つ
け
紐
が
上
前
、
下
前
の
襟
の
打
ち
合
わ
せ
の
部
分
に
縫
い
つ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
産
衣
を
手
函
か
ら
出
し
て
拡
げ
た
際
に
切
り
放
れ
て
し
ま
っ
た
〈
絹
は
麻
に
く
ら
べ
る
と
ず
っ
と
弱
い
〉
。
麻
は
苧
麻
、
う
す
く
、
目
が
つ
み
良
質
の
上
布
で
あ
る
。
紫
の
後
染
。
地
合
は
経
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
二
四
本
前
後
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
ニ
二
本
前
後
。
糸
の
撚
は
経
緯
共
に
ゆ
る
く
て
不
明
。
布
幅
も
不
明
。
紐
の
平
絹
は
経
糸
、
緯
糸
共
に
練
っ
て
あ
る
。
地
合
は
経
糸
は
一
セ
ン
チ
間
に
四
四
本
前
後
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
三
二
本
前
後
。
糸
の
撚
は
経
緯
共
に
ゆ
る
く
て
不
明
。産
12 
衣
の
重
量
(
切
れ
た
つ
け
紐
も
入
れ
て
〉
は
一
一
六
グ
ラ
ム
。
乙
の
秀
忠
の
産
衣
は
、
註
日
で
述
べ
た
形
態
上
か
ら
も
初
期
小
袖
の
特
徴
を
よ
く
具
え
て
い
て
、
上
杉
家
伝
来
の
惟
子
四
領
と
の
共
通
事
項
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
仕
立
て
方
に
お
い
て
も
亦
同
様
な
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
乙
の
秀
忠
の
紫
雌
子
産
衣
は
、
左
右
同
寸
法
で
あ
る
べ
き
左
右
相
称
の
個
所
が
や
は
り
五
ミ
リ
か
ら
一
セ
ン
チ
近
く
違
っ
て
お
り
、
ま
た
、
つ
け
紐
は
後
世
の
つ
け
紐
の
よ
う
に
二
つ
折
り
に
縫
い
合
わ
せ
た
り
、
裁
ち
目
を
か
が
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
一
重
の
ま
ま
、
丁
度
引
き
さ
い
た
裂
を
そ
の
ま
ま
縫
い
つ
け
て
あ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
室
町
・
桃
山
期
に
お
け
る
仕
立
の
大
ら
か
さ
が
乙
乙
に
も
見
ら
れ
る
襟
は
一
重
の
ま
ま
で
広
襟
に
な
っ
て
お
り
、
裏
襟
は
つ
い
て
い
な
い
。
襟
ぎ
れ
の
耳
は
そ
の
ま
ま
。
襟
附
縫
の
、
妊
や
前
身
頃
の
斜
め
に
あ
ま
る
部
分
は
裁
ち
出
し
て
あ
る
(
挿
図
4
上
、
下
参
照
〉
の
な
ど
上
杉
家
伝
来
の
雄
子
と
同
様
な
方
法
で
あ
る
。
脇
縫
と
袖
附
は
約
0
・
五
セ
ン
チ
の
縫
代
で
、
約
0
・
三
セ
ン
チ
の
針
目
の
平
縫
、
裁
ち
目
は
巻
き
縫
で
か
が
っ
て
あ
る
。
他
の
縫
目
は
極
め
て
丁
寧
な
縫
い
方
が
し
て
あ
り
、
具
体
的
に
い
う
な
ら
ば
、
前
述
脇
縫
と
袖
附
以
外
は
裁
ち
目
の
個
所
は
す
べ
て
、
撚
り
ぐ
け
ほ
ど
の
細
い
縫
代
で
、
、
、
、
、
こ
ま
か
い
揃
っ
た
針
目
の
返
え
し
縫
で
、
縫
代
が
お
さ
え
ら
れ
た
よ
う
に
き
っ
ち
り
縫
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
針
同
は
雌
子
の
表
側
か
ら
見
て
約
0
・
一
セ
ン
チ
、
さ
な
が
ら
今
日
の
ミ
シ
ン
縫
の
針
目
の
よ
う
に
き
れ
い
に
揃
っ
て
い
る
(
挿
図
4
の
下
参
照
)
。
縫
糸
は
茶
色
(
紫
の
槌
色
カ
)
の
絹
糸
二
本
ど
り
(
脇
縫
と
袖
附
縫
の
裁
ち
目
の
か
が
り
縫
は
一
本
ど
り
〉
、
縫
糸
の
撚
は
乙
撚
。
こ
の
よ
う
に
、
室
町
・
桃
山
風
の
大
ざ
っ
ぱ
な
裁
ち
方
、
縫
い
方
の
反
面
、
雌
子
の
縫
い
方
に
は
同
時
代
の
小
袖
や
胴
服
等
に
は
見
ら
れ
な
い
驚
異
的
な
丁
寧
4
な
縫
い
方
が
し
て
あ
り
、
ま
た
縫
糸
に
は
絹
糸
が
用
い
て
あ
る
乙
と
な
ど
上
杉
家
伝
来
の
椎
子
四
領
と
共
通
し
て
い
る
。
日
乙
の
稿
で
取
扱
っ
て
い
る
よ
う
な
小
紋
の
こ
と
を
現
在
は
江
戸
小
紋
と
い
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
か
た
申
う
ぜ
ん
明
治
時
代
の
半
ば
を
す
s
c
て
か
ら
京
都
で
始
め
ら
れ
た
型
友
禅
(
型
紙
使
用
の
利
点
効
果
を
ね
ら
伝
上
杉
謙
信
所
用
帳
子
四
領
っ
た
友
禅
染
。
「
能
率
的
、
量
産
可
能
、
大
柄
多
彩
な
ニ
方
連
続
模
様
」
と
い
う
の
が
そ
の
特
色
、
詳
し
く
は
ミ
ュ
l
ジ
ア
ム
六
九
号
所
載
の
「
明
治
の
型
友
禅
」
及
び
同
七
一
号
の
「
明
治
の
写
友
禅
」
!
l何
れ
も
筆
者
の
調
査
報
告
ー
ー
を
参
照
さ
れ
た
い
〉
を
東
京
の
小
紋
の
職
人
達
が
や
り
始
め
、
そ
の
型
友
禅
の
比
較
的
柄
の
小
さ
い
も
の
の
こ
と
を
「
小
紋
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
昔
な
が
ら
の
小
紋
を
特
に
「
江
戸
小
紋
」
と
い
っ
て
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
14 
註
4
参
照
。
15 
型
附
と
い
う
の
は
、
板
に
張
っ
た
布
の
上
に
型
紙
を
置
い
て
模
様
を
つ
け
る
作
業
。
16 
布
幅
の
途
中
に
型
附
の
時
の
型
の
つ
ぶ
C
目
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
型
紙
の
幅
は
、
寸
法
は
不
明
で
は
あ
っ
て
も
、
少
く
と
も
布
幅
一
杯
以
上
は
あ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
乙
の
小
紋
に
使
わ
れ
た
小
紋
の
型
紙
の
大
き
さ
は
幅
は
三
五
・
五
セ
ン
チ
以
上
、
長
さ
は
一
四
・
五
セ
ン
チ
と
な
る
。
17 
後
世
の
仕
立
は
、
布
の
耳
は
二
つ
折
り
に
し
て
、
ヰ
ぐ
け
し
た
り
、
ま
つ
り
ぐ
け
し
た
り
し
て
始
末
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
上
杉
家
伝
来
の
雌
子
は
何
れ
も
耳
は
そ
の
ま
ま
使
っ
て
あ
る
。
18 
美
術
研
究
二
二
八
号
二
六
頁
19 
美
術
研
究
二
二
八
号
二
O
頁
「
挿
凶
3
」
の
オ
モ
テ
を
参
照
。
20 
後
世
の
仕
立
は
、
裁
ち
切
っ
た
と
と
ろ
は
、
か
が
っ
た
り
、
三
つ
折
り
に
し
て
く
け
た
り
、
よ
り
ぐ
け
し
た
り
し
て
始
末
し
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
よ
う
な
こ
と
は
ま
ず
な
い
が
、
上
杉
家
伝
米
の
雌
子
は
何
れ
も
襟
先
の
裁
ち
目
は
か
が
る
こ
と
も
な
く
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
。
(
徳
川
ニ
代
将
軍
秀
忠
の
紫
雌
子
産
衣
の
襟
先
は
、
裁
ち
目
を
撚
り
ぐ
け
の
よ
う
に
細
く
折
り
込
ん
で
、
乙
ま
か
い
揃
っ
た
針
目
の
返
え
し
縫
で
縫
代
が
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
l
l挿
図
4
の
下
参
照
l
i
J
22 21 
新
潟
県
高
岡
市
春
日
山
。
越
後
上
布
に
関
し
て
は
、
ミ
ュ
l
ジ
ア
ム
一
O
九
号
所
載
の
「
小
千
谷
縮
・
越
後
上
布
」
|
|
筆
者
の
現
地
調
査
報
告
ー
ー
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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